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ルワンダ王国の初穂儀礼

宇 野　公 一 郎
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1．はじめに

かつてルワンダでは、宮廷でも一般農家でも、雑穀の最初の収穫で作った

ポレンタ（umutsima）1を食べて収穫を祝う初穂祭（umugaruna）2が毎年行

1 Umutsima（-tsima 3, 4）は、雑穀やマニオクを粉にして煮て水分を蒸発させた
ペースト状の食物、あるいはそれが乾燥してパン状になったもの（Coupez et 
al. 2005: 2597）。フランス語で pâte、pain、polenta、英語で gruel等と訳され
ている。本稿ではポレンタを使うが、引用では原著者の訳語を適宜尊重する。

2 名詞 umugaruna（-ganura 3, 4）は、「最初の収穫」と「ソルガムとシコクビエの
初穂を食べる儀礼」を指し、動詞の-ganur-は「収穫を初めて食べる」と「ソルガ
ムとシコクビエの初穂を儀礼的に食べる」を意味する（Coupez et al. 2005: 533）。
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われた。本稿で取り上げる王朝秘典の「初穂の道（Inzira y ’umuganura）」3

は宮廷の初穂祭の手順を伝えている。

初穂祭はルワンダの内外で広く見られた農耕儀礼である。今のルワンダの

領内でも、植民地時代初期までルワンダ王朝の支配下に入っていなかった僻

地のフツの小王（ヒンザ）たちは、独自に初穂祭を行っていた（Pauwels 

1969: 80; 宇野 2011: 128–129）。ルワンダの南のブルンジでは、ルワンダ語

で初穂ないし初穂祭を指す umugarunaという単語が播種祭を意味し、ブル

ンジ王は陰暦の kigarama月（西暦 12月）4に聖なるソルガムのポレンタ

（7月に特別の畑で収穫して保存していた穀粒で作った）を食べたのち、新

しい種を植えることを全国に命じた。ルワンダ・ブルンジの西、Kivu湖の

西南にあった Bushiの王国でも、「喜びの声を上げる祭」（mubandampundu）

があって、王がソルガムのポレンタを食べてから農民に播種を命じた。ブル

ンジの東南、今のタンザニア西部の Buhaは、そこからルワンダにソルガム

が伝わったという伝承がある所だが、いくつもの小王国に別れていた。その

ひとつHeru王国では、ソルガムとインゲンマメを収穫する 7月に、Ndoleg-

wa ya Mpeshiという初穂祭を十日前後にわたって行った（Mworoha 1977: 

254–260）。

これらの農業祭は年中行事の中でも最も規模が大きく賑やかなものである

だけに、植民地当局とキリスト教会の注意を惹かずにはおかなかった。国際

連盟の委任統治が始まって間もなく、ルワンダでもブルンジでも umu-

ganura祭は禁止された。この事態は「初穂の道」の伝承にも影響したと思

われるので、まずその顛末を簡単に見ておく。

2．ベルギーによる王権祭祀の禁止

ルワンダがドイツの植民地にされる直前、1896年に母方オジの Kabareた

3 「初穂の道」のルワンダ語原文とフランス語訳は d’Hertefelt & Coupez 1964: 
76–93にある。

4 以下、陰暦の月は漢数字、西暦の月はアラビア数字で書く。
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ちが起こした Rucunshuのクーデタ（宇野 2007: 137）によって 15歳で即位

させられた Yuhi V Musinga王は、母とオジたちの傀儡だった。しかし

Kabareが死に（1911）、母方 Egaクランの圧力が弱まってくると、Musinga

はドイツ人の後援を得て母方イトコの Rwidegembyaや Kayondoと公然と

対立し始めた。これに対しイトコたちは、1916年、ルワンダに進駐してき

たベルギー軍に接近し、Musingaを誣告した。ベルギー軍は王を投獄し、

王制を廃止しかかった。

しかしベルギーは、ベルギー領コンゴでの直接統治がうまくいっていない

のに比べ、イギリスがウガンダで間接統治を成功させているのを見て、ルワ

ンダでは間接統治を採用することにし、1917年 4月、Musingaを復権させ

ると同時に、王の力を弱めるため、色々と手を打った。その主なものとし

て、ベルギーの了解のない死刑の禁止（1917）、信教の自由の承認（同）、

ベルギーの了解のない司法権行使の禁止（1922）、王の首長任免権の剥奪

（1923）、首長の種類と人数の大規模な縮小（1926）、首長の任地居住の義務

化（王の近くに長居させない）などがあった。

初穂祭禁止の直接の引き金となったのは、王の側近と Egaクランとの対

立の激化である。Musingaには常時 7–8人の妻と数人の妾がいたが、最も

寵愛された Nyirakabugaと Kanyangeを含め、ほとんどは王母と同じ Ega

クランだった。王位継承の本命は Kanyangeの生んだ王子といわれた。

Nyirakabugaはヨーロッパ人を味方にして自分の息子の後ろ楯にしようと

し、行政官や神父は Nyirakabugaとの交際を楽しんだが、子供にキリスト

教の本を与えるなど、行き過ぎがあった。王の側近たちは、Nyirakabugaを

はじめ、Egaクラン出身の妻たちを宮廷から追放するよう王を説得し、1923

年 2月に実行した。

これに対し、1924年、Kayondoは Tsoobeの儀礼王 Gashamuraをベルギー

に告発した。Kayondoは Gashamuraのような「妖術師」と unugamura（初

穂儀礼）のような「呪術」がMusingaの反ヨーッパ意識を強化していると指

摘した。ベルギーはこれを信じ、1925年 1月、Gashamuraを投獄し、3月に
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は密かにブルンジに護送し、二度とルワンダには戻さなかった。さらにベル

ギーはMusingaに対し、初穂儀礼を含め、王朝秘典に含まれるすべての祭祀

を禁止すると通告した。Musingaは白衣の神父に何度も助けを求めたが、「迷

信」のために介入してくれる宣教師はいなかった。1925年 6月、初穂儀礼が

行われなかったことから、王権祭祀の廃止が国中に知れ渡った（Kimonyo 

2008: 29; Kagame 1975: 179–180; Des Forges 1972: 249–253, 277–279, 310）5。

宮廷儀礼家の序列第一位の Tsoobeクランの儀礼王は王朝秘典に含まれる宮

廷儀礼のほとんどに登場するが、特に初穂祭はその準備段階から一貫して

Tsoobe儀礼王が取り仕切り、他クランの儀礼王や宮廷儀礼家の出る幕は殆どな

いので、Gashamuraの逮捕は初穂祭の実施だけでなく宮廷儀礼家集団内の儀礼

情報の共有や伝承にも多かれ少なかれ支障を来したのではないかと思われる。

3．「四つの最古の食用作物」と Bumbogo地方

ルワンダでは、シコクビエ 6、ソルガム（モロコシ）7、isogi8、食用ヒョウタ

ン9という四種の植物が imbuto nkuru「四つの最も古い食料作物」10と呼ばれ

5 なお、ブルンジでは王のキリスト教化によって 1927年から播種儀礼の脱呪術
化が始まり 1930年から行われなくなった（Gahama 2001: 359–360）。

6 「シコクビエ（uburo）」： -ro 11, 14。フランス語は éleusine。イネ科オヒシバ属
の Eleusine corocana （L.） Gaertner.（Troupin 1987: 244, 245）。

7 「ソルガム（amasaka）」： -sakaは-shaka 5の複数形。イネ科モロコシ属の Sor-
ghum bicolor （L.） Moench, syn. S. caudatum Auct. non Sta�. 総称的な名称で、数十
の「品種」を含む。ルワンダのほとんどどこでも生え、穀粒を粉にして煮て食べ
たり、ビールを醸造する（Troupin 1987: 375–376; Coupez et al. 2005: 2057, 2155）。

8 isogi: -sogi 9i, 10i。フランス語で épinard「ほうれん草」と訳される（Pagès 1933: 
199–200）。フウチョウソウ科（Capparaceae）の Gynandropsis gynandra （L.） 
Briq.（Troupin 1978: 313）。茎と葉をインゲンマメなどと一緒に煮て食べる。
苦味がある（Coupez et al. 2005: 2322）。

9 「食用ヒョウタン（inzuzi z imyuungu）」： inzuzi （-yuzi 11, 10）はヒョウタン
（Lagenaria siceraria）の類を指し、実の形は非常に多様で、食用と容器用があ
る（Coupez et al. 2005: 2820; Troupin 1983: 458）。imyuungu （-uungu 3, 4）は、
inzungwane （-ungwane 11, 10）というヒョウタンの若い毛深い実で、甘い
（Coupez et al. 2005: 2706, 2705）。

10 「四つの最も古い作物」（imbuto nkuru）： -buto 9, 10は「種子、苗、挿し木など、
蒔いたり植えたりするものすべて」を指し、-kuru「古い」という形容詞がつく
と、伝統的に最も古いと見なされている四種の食用作物の総称となる（Coupez 
et al. 2005: 250, 1431）。
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た。ルワンダ王の王子たちの臍の緒はこれら四種の植物の種と共に木箱に収

められたという（Pagès 1933: 375）。

このうち、ヒョウタンは家の周りなどに植えるのが普通で、広い面積で栽

培されることはなかった。また、isogiは作物というより野草で、苦みのあ

る風味が非常に好まれた。ソルガムやシコクビエのポレンタ（umutsima）

は乾くと食べにくいので、isogiや isogiとインゲンマメを煮たものと一緒に

口に入れた（Coupez et al. 2005: 250; Pagès 1933: 32, 318; Pauwels 1969: 75–

76, 109, 112）。

四つの最古の作物のルワンダへの導入は Kigwa（天から降りてきたツチの

祖先）や Gihanga（Kigwaの子孫で Nyiginya王朝の神話的創始者）に帰さ

れることもあるが、Nyiginya王朝の中興の祖（Vansinaによれば創始者）と

される Ruganzu II Ndori王が Bumbogoから導入し、初穂儀礼を始めたと

いう伝承もある（Pagès 1933: 499; Bourgeois 1957: 418; Pauwels 1969: 76）。

Bumbogoは、Nyabarongo川の北側の諸支流の流域で、ルワンダで最も農

業に適した自然条件に恵まれているといわれる。

よく知られているのは次のような説話である：

Bumbogo国の首長が Ruganzu王の姉妹を誘拐して妻にした。Ru-

ganzuは復讐を誓った。略奪者は義兄である王をなだめようと贈り

物をした。その中に、当時ルワンダにはなかったソルガムとシコク

ビエがあった。王は略奪者を許すかわりに、毎年ソルガムとシコク

ビエを一籠ずつ都に持ってくる義務を課した。王はそれを首長たち

に分け与えて栽培を勧めた（Pagès 1933: 499）。

あるいは：

Ruganzuは Bumbogoの国を旅していて、一軒の家からおいしそう

な食べ物の匂いが漂ってくるので、中に入って尋ねたところ、イン

ゲンマメと一緒に issogi（「ホウレンソウ」）を煮ていた。彼はその

種を女主人から貰ってルワンダに持ち帰った。この時、彼はそれま

で食べたことがなかったソルガムのパンを同じ女性から贈られ、ル
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ワンダにソルガムも持ち帰ることにした（Pagès 1933: 500）11。

こうしてソルガム、シコクビエ、および isogiがルワンダに導入され、それ

を記念して、毎年、ルワンダの都で「最初の収穫」の祭（umuganura, ku-

ganuz’ umwami）が祝われようになったという（Pagès 1933: 500）。

これらは作物の起源説話としてはあまり古いものとも思えないが、Bum-

bogo産の四種の作物はルワンダ王権の再活性化と強く結びついていた。そ

れは、初穂祭だけでなく、ルワンダ王の即位式で起臥太鼓を新調する時や、

水飼儀礼で王権太鼓の「心臓」を採取する際に Bumbogoから運んだ四種の

種を播く儀礼を行ったことからも明らかである（宇野 2013: 108; 宇野 2014: 

156）。

次に、初穂祭と Bumbogoとの関係を見ておこう。

4．Tsoobeの儀礼王と Bumbogoの農業儀礼家集団

ルワンダ宮廷の初穂儀礼には、Tsoobeの儀礼王の領地 12の一つである

Bumbogo地方で特別に栽培された作物が使われた。この領地は、上記の作

物起源説話にも登場した Ruganzu II Ndori王がフツの首長（ヒンザ）たち

から Bumbogoを奪った時、その一部を Tsoobeに与えたといわれる（Histo-

rique et chronologie du Ruanda 1956: 59; Vansina 2001: 64, 76, 87; Vansina 

2004: 46, 55, 65）13。Tsoobeクランの本貫は Bumbogoではなく、Nyabarongo

11 このほかにも、「Ruganzuが Bumbogoを巡歴していたとき、蟻（imonyo）が穀
粒を運んでいるのを見た。ルワンダにはないものだったので、大事に持ち帰っ
て植えた。六ヶ月後、立派な穂が実り、その穀粒をまた播いた。こうしてルワ
ンダにソルガムが広まった」という伝承もある（Pagès 1933: 499–500）。これに
よく似た説話がブルンジにあり、蟻から穀物を取りあげたのはブルンジ王国の
始祖 Ntareとされる（Mworoha 1977: 255）。

12 Tsoobeに限らず、各儀礼王の領地はルワンダ王の地方行政官の管轄外だった
（Kagame 1952: 121; Maquet 1954: 125; Maquet 1961: 103）。

13 しかし、Nyagaheneが 1980年代に調査した Bumbogo地方のインフォーマント
は、Tsoobeの首長たちが Bumbogoに来たのは 19世紀末の Kigeri IV Rwabugiri
王の時代に過ぎないと言ったという。Bumbogoのヒンザ（Swereリニジ）は
Tsoobeに抵抗したが、段々抑えられ、Musinga王の時代、つまり Tsoobeで言
えば Rukangirashyambaとその息子 Gashamuraの時代に、植民地政府の干渉に
より Tsoobeの支配が確立したという（Nyagahene 1997: 532, 533, 549–550）。
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川の南側の Rukoma（Gitarama省）であり、儀礼王の都 Kinyambi（｢王国｣

の意）もそこにあった。

ベルギーに妖術師として逮捕された上記 Gashamuraやその父 Rukangi-

rashyambaは、Musinga王の側近中の側近の大儀礼家というだけでなく、

大富豪としても全国的に知られ、「Gashamuraのように金持ち」という表現

があったほどだという。Tsoobeクランは彼らの宮廷における役割からして

豊かであったろうが、Musinga王の父 Kigeri IV Rwabugiri（在位 1867–

1895）が Gashamuraの祖父 Kanyamuhunguを重用して領地を加増したこ

とから勢力をさらに拡大したといわれる。また Rucunshuのクーデタが起き

た際、Tsoobeは勝ち組のMusinga王について、さらに領地を増やした。他

方、負け組の Rutarindwa王についた Konoの儀礼王は Kigali（Bumbogo）

の所領を Tsoobeに蚕食されたという（Nyagahene 1997: 549–550; Histo-

rique et chronologie du Ruanda: 58–59, 64–65）。

宮廷儀礼用の作物の栽培区域はかなり広く、Bumbogoの Nyabarongo川、

Base川、Conyonyo川、Cacika川に囲まれ、Muhondo丘、Huro丘、Mu-

nanira丘、Mbirima丘（Kigeri IV Rwabugiri王の母 Nyirakigeriの墓があ

る）、Gasiho丘、Congori丘、Cyombgwe丘、Kiruka丘、Rushashi丘、

Rukura丘、Joma丘、Minazi丘、Burimba、Kigali丘、Va丘を含み、この

区域に外国人が入ることは禁じられた（Bourgeois 1957: 419–420）。1908年

に Loupias神父がその一角（Base川と Nyabarongo川の間の）を横切って

Musinga王の怒りを買ったという（Delmas 1950: 107）。後述するように、

地域内の住民に対しても制限が課された。

宮廷儀礼に使う作物の栽培には Egaクランの Swereリニジに属するフツ

の農業儀礼家集団があたった 14。具体的には「Myaka（別名Musana）の子孫

14 Nyagaheneの 1980年代の全国調査によると、Swereリニジは Egaクランの大
リニジで、Bumbogo地方だけでなく、ルワンダの西部全体に広がっていて、内
部構成は 99.70%がフツ、0.27%がツチ（Tutsi）、0.03%がトゥワ（Twa）で
あった（Nyagahene 1997: 419, 421）。
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たち」「Mumbogoの子孫たち」が秘典に登場する。Swereリニジの農業儀

礼家集団は Bumbogo地方の、Base川と Nyabarongo川のあいだのHuroに

自分たちの王国を持ち、Tsoobeの儀礼王の下にありながら彼ら自身の王と

王母と宮廷儀礼家を擁し、王は Kalihejuruという王権太鼓を持ち、Nyamu-

rasa、Musana、Mumbogoという王号を使ったという（Kagame 1947: 368, 

note 9; Delmas 1950: 107）。これら 3つの王号のうち、MusanaとMunbogo

は農業儀礼家集団の名祖として王朝秘典に出てくるが、Nyamurasaという

名前は出てこない。

Kagameによると、「Myakaの子孫たち」の名祖であるMyaka（「年、収

穫」の意）をさらに遡った祖先に、Buha（ブルンジの東南、タンザニア西

部にあった小王国）から来た Gihe（「時間、季節」の意）という伝説的な人

物がおり、彼がルワンダにソルガムをもたらしたといわれる。このため

「Myakaの子孫たち」は初穂儀礼用のソルガムの種を播く資格があったとい

う（Kagame 1959: 64, note 1）。「Myakaの子孫」は初穂儀礼以外にも、「水

飼いの道」223、「戦争の道」29で蜂蜜や蜂蜜入りビールの提供、「水飼いの

道」923、「即位の道」900で王の播種儀礼の補佐をするが、それらの多くで

「Mumbogoの子孫」とペアで出てくる（宇野 2014: 148; d’Hertefelt & Coupez 

1964: 158–159; 宇野 2015a: 130; 宇野 2013: 116）。Myakaの別名とされる

Musanaは「初穂の道」にのみ登場する。

5．「初穂の道（Inzira y ’umuganura）」の訳と解説

ここでは「道」を訳すだけでなく、Bourgeoisが記録した情報も要約す

る。Bourgeoisは 1932年 4月にルワンダの地方行政官になった（Here-

mans, Bart & Bart 1982: 26）ので、宮廷の初穂祭や Bumbogoでの準備を実

際に見たことはなく、また「初穂の道」も知らなかったはずであるが、彼は

明らかに Bumbogo側のインフォーマントに取材しており、宮廷中心の「初

穂の道」を補う Bumbogoから見た詳細情報を記録しているからである。
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5-a．畑の準備

Bourgeoisによると：

畑の最初の耕作（地方の秘伝的な用語で gusezera15と呼ばれた）は

Munanira丘の特にHuro部落で行われたが、そこは Egaクラン

Swereリニジの王たち（bami）の首都であり、ルワンダ王 Kigeri 

IV Rwabugiriの王母 Nyirakigeri（Serutaganya某と関係したと告発

され、愛人と一緒に家に火をつけて自殺した）の屋敷のあった所で

ある。初耕は 7月初めに、Ega-Swereの人々が行った。以後、雨季

の初めの播種の時期まで、藪に火をつけることは禁じられ、違反者

は殺された（Bourgeois 1957: 420）。

これに対応する部分は ｢初穂の道｣ にはない。

5-b．鍬の支給

Bourgeoisによると：

土を耕し終わると、Egaクラン Swereリニジのフツの王（mwami 

muhutu）は、象徴的な播種に使う鍬をルワンダ王に貰いに行くと

きに持参する蜂蜜ビールを準備した。7月中にフツ王は、自分のオ

ジ一人と Zigabaクランの儀礼家（umwiru）16に 20甕ほどの蜂蜜

ビールを持たせて都へ派遣した。Ega-Swereの王と最初の移民クラ

ン 17の一つとの結びつきは驚くべきことではない。これは死者崇拝

と関係があり、家の敷地の選択でもこの結びつきが出てくるだろ

15 Gusezera: 辞書では動詞-seezer-に、「森の周囲の雑草低木を刈り取って防火線を
作る」の意味がある（Coupez et al. 2005: 2147）。次に出てくる藪に火をつける
ことの禁止と関係するか。

16 Egaクラン Swereリニジのフツ王の宮廷に Zigabaクランの儀礼家がいたという
こと。その解説が次の文章で行われる。

17 最初の移民クラン（premiers clans d’immigrants）：ルワンダの支配層であるツ
チが来る前に移住してきていたフツの諸クランという意味で、Zigabaクラン、
Geseraクラン、Sindiクランを指す（Bourgeois 1954: 47）。神話的な表現では、
ibimanuka（天から降りてきた人々）に対する abasangwabutaka（地上にいた
人々）である。
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う 18。使節団は、宮廷に着くと、まず、都に常駐している Bumbogo

省長官の Tsoobeクランの長（chef）の所に行く。この長は Tsoobe

の王（mwami mutsobe）とは別人である。後者は一族の領地にい

る。Tsoobeクラン長はルワンダ王に 10甕のビールを持って行き、

残りの 10甕を自分用に取る。ルワンダ王は茣蓙の上に置いたス

トゥールに座り、王の前に跪いたフツ王の儀礼家が新品の八つの鍬

と八本の柄を倉庫保管係から受取る。これらの鍬は Buberukaの

Cyungo丘で王家の鍛冶集団 Bahindaが作った。儀礼家がルワンダ

王に「豊穣の呪符（ikibibiro）19のためにビールを下さい」と頼み、

貰うと礼を言う。王は「耕作が有益であるように」と言い、儀礼家

は「あなたのための生産でありますように」と答える。鍬は小さな

茣蓙で包み、紐で縛ってある。この紐は搾乳時に雌牛の後ろ足を

縛ったり、王権太鼓を Cyirima祠の柱に固定したりするときに使

う紐に似ている。使節団は鍬を持ち帰る時、Nyabarongo川を渡る

のに、Gikingoの丘のふもとの Gisiziの渡ししか使わない 20。これ以

降、シコクビエの発芽前に、Tsoobeたち以外の誰も Bumbogoの禁

止区域に入ることはできない。この地域の住民はシコクビエやソル

ガムの粥や穀粒を持って域外に出ることはできない。これに反する

と死刑になる。この禁止はルワンダ王が初穂儀礼を完了した後でな

ければ解かれない（Bourgeois 1957: 420–422）。

18 この「結びつき」は umuse関係を指し、ルワンダに先着していたとされるクランが後
着のクランに対して保護者となり、土地やそれに結びついた死者の呪力を無害化して
やった。ここでは Egaクランの王に対して Zigabaクランの儀礼家が呪術的な保護者
の関係にあると言っている。「初穂の道」129–130に、Bumbogoの一行は「良いクラン
の家」つまり「Geseraクランか Zigabaクランの家」に泊まるとあるが、これは umuse
の保護者クランのことである。umuseについて詳しくは宇野 2007: 131–132を参照。

19 豊穣の呪符の説明は後出（播種の項）。
20 「Gisiziの渡し」： Nyakavugo川の河口近くの Nyabarongo川西岸の地名。「水飼
いの道」693–694で、王位継承予定者の一行がここでニガウリ（豊穣・勝利の
象徴）を収穫し、Nyabarongo川を渡る。-siizi「液体が多量にある」との言葉
遊びが「火の道」220、「水飼いの道」441–444などで繰り返し出て、ルワンダ
の豊かさの象徴となる（宇野 2014: 160; 宇野 2015a: 112; 宇野 2015b: 93）。
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Tsoobeの王の所に立ち寄った後、使節団は Ega-Swereの王に鍬を差

し出す。フツの王は注意深く鍬と柄が新品で isugi（欠陥がない）か

どうか調べ、四本の鍬を自分のために取り、残り四本を Zigabaクラ

ンの儀礼家に与える。二人はそれぞれ儀礼的な播種に使うために一

本を自分用に取りのけ、三本を自分の親族に与える。Tsoobeの王は

鍬を包んであった茣蓙と紐を都に送り返す（Bourgeois 1957: 422）。

使節団が戻ってきた後、Bungogoの禁止区域の住民は、バナナ、た

きぎ、インゲンマメ、甕などの貢物をHuro丘の王と王母Ny-

irakigeriに持っていく。Tsoobeたちは Abalitaと呼ばれる彼らの牛

たちを Isangaという名前のもとに差し出す（Bourgeois 1957: 422）。

「初穂の道」は鍬の支給から始まる。その時期は Bourgeoisの説明より

一ヶ月遅い。

［1–27: 鍬をルワンダ王から貰ってくる］

初穂儀礼（umuganur）は kaanama月21のうちに始まる。 

始めるのはMyakaの子孫たち（203, 209）、 

つまりMusanaの子孫たち（20, 28, 76, 102, 104, 246）だ。 

彼らは鍬を要求しに来て 

［5］彼らを監督する Tsoobe22に、 

宮廷に行くように言う。 

王は主殿 23に座っている、 

そこには彼の父、あるいは彼の祖父が祀ってある。 

彼は家の中心に座る、 

21 ［1］「kaanama月」：ルワンダ陰暦十二月。西暦 8, 9月頃。大乾期の最後の時期
に当たる。

22 ［5］「彼らを監督する Tsoobe」：ここと 18行目の Tsoobeは Tsoobeの儀礼王で
はなく、Bourgeoisの言う「都に常駐している Bumbogo省長官の Batsobeクラ
ンの長」であろう。

23 ［7］「主殿」kambere：王宮の正門の内側に建てられた大きな建物で、王の睡眠や高
官の謁見に使った。Luganによれば、二十世紀初のMusinga王のNyanzaの王宮
の主殿は直径 14–16 mあり、先代の Kigeri IV Rwabugiriを祀り、王母の睡眠場所
でもあったという（Lugan 1980: 101–102; Lugan 1997: 197–198; Pagès 1933: 386）。
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［10］王座のストゥールに。 

Tsoobeが鍬を持ってくる 24。 

Umwifuuzoの木 25で柄を付けた、 

まだ土に触れたことのない 26 Buberukaの鍬 27、 

茣蓙に包まれているのを、 

［15］Tsoobeがほどく。 

王が鍬を取り、 

自分の前で持ち、 

Tsoobeに渡す、 

こう言いながら：「耕しに行き、収穫を得よ」。 

［20］Musanaの子孫（3）がそれらを再び茣蓙に包み、 

それらを持って主殿を出る。 

王宮外苑に来たら、 

彼はそこにいる者に鍬を渡し、 

すぐ後で出発する。 

［25］Bumbogoの家に戻ると、 

太鼓たちが出迎え、歓声が上がる。 

牛飼いの火を焚き 28ながら「鍬たちが着いた」と言う。

24 ［11］「Tsoobeが鍬を持ってくる」：ここと 15行目の Tsoobeは Tsoobeの儀礼王。
25 ［12］「umwifuuzo（-ifuuzo 3,4）」： ルワンダ西部の Gisenyi、Cyangugu、Ki-

bungoなどの地方に見られるウルシ科（Anacardiaceae）の喬木 Pseudospondi-
as microcarpa （A. Rich） Engl.（Troupin 1983: 295; Coupez et al. 2005: 1001）。
名前の-ifuuzoは動詞 -ifuuz-「欲する」と掛けられる。

26 ［13］「まだ土に触れたことのない」：土は儀礼的観点からは不浄と見なされ、例
えば王権太鼓も直接に地面には接触させない。ここの鍬も単に新品であるだけ
でなく、儀礼的に清浄な鍬であることが強調される。

27 ［13］「Buberukaの鍬」： Buberukaは Byumba県と Ruhengeri県にまたがる地
方。西の Burera湖と Ruhondo湖、北東の Rugezi沼、南の Kabuye山地と
Mushongi山地の間の山がかった地方で、Mushongi山地の Nganzoに王家の鉄
鉱山があった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448, 477）。

28 ［27］ 「牛飼いの火を焚く（bagacaanira）」：屋敷の庭などで牛をアブや蚊から煙
で守るために火を焚く（Coupez et al. 2005: 291）。牛飼いの炉は、早朝、搾乳
の前から牛を牧草地に行かせるまでと、夕方、牛たちが家に戻る頃から搾乳が
終わるまで焚いた（Kagame 1952: 109）。
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5-c．播種

Bourgeoisによれば：

ルワンダでは、高地で 9月、10月に植え、3月、4月に amahore

という名で収穫される早生のソルガムを使って宮廷の初穂の年祭が

行われた（Bourgeois 1957: 607）。

播種（kubiba）は地方の秘伝的な表現では guturutsaと言う 29。Ega-

Swereのフツ王がみずからHuroの彼の家で最初の種まきの合図を

する。彼は、夜のうちに、彼の家族と儀礼家たちに助けられて、

1平方メートルほどの狭い面積にソルガムとシコクビエと isogiと

ヒョウタンの種を蒔く。翌日、Zigabaクランの儀礼家の家でも同じ

ことをする。その時、鍬の到着後にもたらされた貢物を消費し、Ab-

alita牛たちを搾乳し、牛乳を飲む。Ega-Swereのフツ王と儀礼家た

ちだけがこの宴会に参加する。播種は雨期の始まる 9月～10月

（nzeri月）に行われる。畑の真中に置かれる豊穣の呪符 ikibibiroは

フツ王が持っている。それはカオリンを塗った igicuba牛乳壺で、中

に上記の四種の種を入れ、ラセン模様の円錐形の籠細工の蓋をして、

バナナの葉で編んだ輪の上に置かれる（Bourgeois 1957: 422–423）。

播種の直後、人々は歓声を上げ、太鼓を叩き、フツ王は、ルワンダ

王から特に各治世の初めに名誉のしるしとして与えられる女性と儀

礼的性交をする。この女性は最初の移民クランの出身であり、Ru-

ganzu II Ndoriに罰された Bacukuがルワンダ王の即位毎に Bum-

29 Guturutsa： 動詞-turuts-は、辞書には「季節で初めて 12月～1月のソルガム
（amaaka）を播種する」とある（Coupez et al. 2005: 2652）。もしこの意味で

Bumbogoのインフォーマントが言ったとすると、インフォーマントが知って
いた少なくとも末期の宮廷儀礼は、「初穂の道」のように 9～10月蒔きのシコク
ビエに合わせた日程ではなく、ソルガム・プロパーの 12月～1月蒔きのサイク
ルに対応したものだった可能性がある。しかし、このすぐ後で Bourgeoisは播
種が nzeri月（西暦 9～10月）に行われたと書いているので、矛盾する。この
問題は次節で論じる。
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bogoに嫁がせて初穂祭の作物を作らせたという娘かもしれない 30。

Zigabaの儀礼家も彼の妻と性交する。この儀礼は kwakir’ikibibiro

「豊穣の呪符を認可する」と呼ばれる（Bourgeois 1957: 423）。

一般人は、上記の小さな畑に蒔いた種が発芽して初めて種を蒔くこ

とが出来る。そのことは Ega-Swereリニジのフツ王の十の太鼓を

叩いて知らせる（Bourgeois 1957: 423）。

「初穂の道」でもソルガムとシコクビエを nzeri月に播種するが、記述は

非常に簡潔である。

［28–33: 播種］

Musanaの子孫たちが 

沼の縁に行き、（ソルガムの）種を播く。 

［30］翌日、また播く。 

その後は（普通に）農作業する。 

この時、nzeri月 31である。 

シコクビエも同じ時に播く。

5-d．Umurorano（作柄標本）の収穫と儀礼

Bourgeoisによれば：

Huroでは、Ega-Swereのフツ王が、未熟なままで収穫したシコク

ビエとソルガムの入った約 20 kgの荷物を 4月（werurwe月）のう

30 伝説によれば、Ruganzu II Ndori王が Kivu湖の東南に遠征した際、Bukunzi-
Cyangugu地方の Cukuリニジの住民が Ruganzuの牛を盗んで食べた。その罰
として Cukuリニジは女（ないし女とその娘。娘の父親は Cyabaクランでなけ
ればならない）をルワンダ王に差し出し、女（ないし Cyabaの娘）は Bumbo-
goに嫁いで初穂祭用のソルガムとシコクビエを栽培した上に、Cukuリニジは
毎年の初穂祭のポレンタを作る石臼、土鍋、スパチュラを宮廷に提供したとい
われる（Pagès 1933: 294–297; Bourgeois 1957: 139）。なお、Cukuという名のリ
ニジは Sindiクランと Geseraクランの両方にあり、両方とも Cyanguguにいる
（Nyagahene 1997: 293, 358）。

31 陰暦一月、西暦 9～10月。
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ちに準備させる32。この収穫は umurorano（＜動詞 kurora：「初めて

見る、発見する」）と呼ばれる。荷物は Tsoobe王の都である Ru-

komaの Kinyambiに運び、そこからフツ王と Tsoobe王がルワン

ダ王の宮廷に赴き、都に常駐する Tsoobeの長が初穂をルワンダ王

に差し出す（Bourgeois 1957: 423–424）。

Umuroranoをルワンダの都に運ぶ前に、Tsoobeの王の所でも Ega-

Swereの王の所でも、ニワトリの内臓を使った占いをする。次にこれ

らの王の祖先祭祀を行い、シコクビエを火に投げ込むが、そのぱちぱ

ちいう音が吉兆なのである。同様にルワンダ王の所でも占いと祖先

祭祀、特にCyirima II Rujugira33の祭祀を行う。初穂を受取る前に、

ルワンダ王は、Egaクランの Kongoriリニジ 34と Singaクランの

Cumbiリニジ 35のお祓い師によって、聖水散布具 icyuhagiroとカオリ

ンを使って清められる。この散水具は吉相の植物 ikibonobono、umu-

coro、umutabataba、urugarura、imposha、umuko36の枝でできてお

り、清浄な水を入れたヒョウタン製容器に浸す。お祓い師の一人が

32 実際には、nzeri月から、ukwaakira月、ugushyiingo月、ukuboza月、mutarama
月、gashyaantare月、weerurwe月で六ヶ月経っており、早生（amahore作）の
ソルガムの収穫期が来ているから、それほど未熟ではなかったろう。「初穂祭プ
ロパーのための収穫に先立って早めに刈りとった」という程度の意味であろう。

33 Cyirima II Rujugiraは 18世紀ころのルワンダ王。植民地時代初期の宮廷祭祀に
おける彼の位置ついては、宇野 2015a: 116注 22を参照。

34 「Egaクランの Kongoriリニジ」：「初穂の道」をはじめ秘典には登場しないこのリ
ニジは、ルワンダ宮廷の占い師・除厄師を供給した（Delmas 1950: 118, 131–133; 
Pagès 1933: 390; Bourgeois 1957: 23–24）。王の唾液を使う占い師はこのリニジの
ツチからのみ選ばれたといわれる（Arnoux 1918: 6）。Nyagahene（1997: 422）の
1980年代後半の調査では、このリニジはフツが 12%、ツチが 88%だった。

35 「Singaクランの Cumbiリニジ」：悪霊払い・敵の無力化を専業とする下級儀礼
家を王室に供給した（Delamas 1950: 162–164; Pagès 1933: 391; 宇野 2007: 131）。

36 「吉相の植物」： ikibonobonoはアカネ科の低木 chassalia subochreataまたは同
科ボチョウジ属の数種の高木 psychotria div. Spp. （Troupin 1985: 153, 206）。
umucoroは不詳。umutabatabaは umutabaとも言い、クワ科イチジク属の木
�cus ingens var. ingens（Troupin 1978: 146; 宇野 2012: 52; 宇野 2014: 146）。
urugaruraはシソ科の草 aeollanthus repens （Troupin 1985: 300）。imposhaは水
飼い槽に生える苔で、動詞 guhosha「終わらせる、やめさせる」と掛けられる
（Bourgeois 1956: 279）。umukoは「初穂の道」55の訳注参照。
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ヒョウタンを十字架のように王に押し付け、次のような呪語を唱え

る：右肩で「肩よ、敵に施せ」、左肩で「凌駕出来ない王よ、敵を凌

駕せよ」、額で「指揮するあなたはすべての牛、全ての戦士を指揮す

る」、胸で「胸よ、あなたは常にルワンダにいる」。ヒョウタンを置い

て、お祓い師は聖水散布棒を使って、王を祓い、彼についている悪

運――有毒な瘴気のような――を排除する。王は額と胸にカオリン

で触れられる。額には「あなたは不死身で、敵は到達しない」、胸に

は「胸よ、ルワンダを支配せよ」と言いながら。初穂を受取ると、王

はそれを abanyamuheto（「弓の者」）という信頼できる侍女たちの一

人に渡すが、彼女は isugi（子供を亡くしたことがない）でなければ

ならない。彼女は Kwa Mbungiraと呼ばれる炊事場で製粉し、粥

（bouillie）を作る。湯が沸騰すると、Ega-Swereの王、Tsoobeの王、

そしてルワンダの王が粉を投げ込む。彼らはスパチュラを右手に

持って、何も加えないで練る。よく煮えると、粥は澄んできて、in-

gezi（＜urugezi「川」）と呼ばれる。用意できると、ルワンダ王は

Cyirima王祠37に行き、その寝台に座る。彼の三人の炊事係＝侍女、

料理人、Tsoobeの長が清浄な籐の皿に粥を少しのせて持ってくる。

いつものように、王は一人で食べる。満腹すると、彼は他の二人の

王にもペーストを食べさせる。Tsoobeの王はルワンダ王の小屋の間

仕切り（insika）の後ろの控えの間で待っている。Ega-Swereの王は

フツだから常に離れている。食べたらすぐ、ルワンダ王は彼の妻の一

人と、kwakir’ umurorano（「umuroranoを受けとる」）と呼ばれる儀

礼的な性交をしなければならない。これは、王権太鼓や王家の宝が

置かれ、Cyirima Rujugira王の霊にささげられた小屋で、この先祖の

ために王が娶った女性と行わなければならない。Musinga王の時代

37 王宮の Cyirima祠には王権太鼓が保管されている。
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には、この妻は chef Rwigemeraの母Nyirakabuga38だった。これは

性交の模擬行為で、もし王が実際にやりたかったら後でしなければ

ならないと言われる。他の二人の王は、妻ないし一時的な相手と儀

礼的性交をする。彼らの太鼓は Bumbogoにとどまり、umurorano

に付いて行かない（Bourgeois 1957: 424–426）。

「初穂の道」の umuroranoの説明は Bourgeoisのとはかなり違っている。

［34–47: umuroranoをルワンダ宮廷に送る］

Mutarama月 39に、 

［35］鍬たちは熟している 40。 

月の闇（imyiijima）の時期 41に 

Umurorannoが着く。 

Inkangara籠 42に一杯分のソルガムだ。 

シコクビエも少しある。 

［40］ 王宮の主殿に入れる。 

Tsoobeが仕切り壁（inzuugi）43の後ろに置く。 

王が出てくる。 

38 chef Rwigemera EtienneはMusinga王の子。その母�érèse Nyirakabugaは Ega
クランKagaraリニジの人。彼女の父は Cyigenza （Kigenza）、祖父は Rwakagara。
この祖父の子供には、彼女の父の他に、Musinga王の母 Kanjogera、その兄で Ru-
cunshuのクーデタを起こしたKabare、さらにその弟のMbanzabigwiなどがいた。
Mbanzabigwiの子供には、Musinga王の政敵 Kayondoや、その妹でMusinga王
の後継者Mutara III Rudahigwa（在位 1931–1959）を産んだ Kankaziなどがいた。
KankaziもNyirakabugaもMusinga王の母方イトコにあたる（Delmas 1950: 91, 
125–126, 209–210; 王の母方イトコ婚については、宇野 2007: 134以下を参照）。

39 ［34］「Mutarama月」： 1～2月。
40 ［35］「鍬たちは熟し（-er）ている」：作物が熟しているの意。実際には蒔いて
四か月なので、完熟はしていない。

41 ［36］「月の闇（imyiijima）の時期」：日没時に月が出ていない陰暦月の後半。
42 ［38］「inkangara籠」：円筒形の竹製籠。底がややつぶれた偏球面で、上に行く
ほど狭くなる。円錐形と半球形の蓋がある。食料や衣類をしまったり、運んだ
りする（Coupez et al. 2005: 1219）。

43 ［41］ 「仕切り壁（inzuugi）」：（-giの pl.）家の入口を閉じるのに使う筵状のもの
で、入口の柱に結び付ける。あるいは竹で編んだパネルで、柱の間に押し込ん
で仕切りにする（Coupez et al. 2005: 598）。
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家の中にいる全員を追い出す。 

王が席につく 

［45］ Tsoobeが王に上記（38）の inkangara籠を差し出す 

王がそれに触れる（akayikora）。 

次に王母が触れる。

［48–72: umuroranoのペーストの目視と豊穣儀礼］

それを家に運ぶ、 

離れている、裏庭（gikaari）にある家に。 

［50］ すり臼（urusyo）44を運んできて挽く。 

粉が出来たら、湯を沸かし、 

二つの icyibo籠 45のなかで練る（bakavuga）。 

パピルス（ingore）製の小さな籠だ。 

夜、牛軍「尊敬すべき者たち」46を呼んで、 

［55］ エリスリナ 47製の inkongooro壺 48に牛乳を入れて持ってこさせ

る。 

主殿に皆で入る。 

宮廷儀礼家（aabiiru）でないものは追い出す。 

44 ［50］「すり臼（urusyo）」： 雑穀は木製の搗き臼（iisekuru）と杵（urusekuzo）
で脱穀して、石製のすり臼に乗せてすり石（iingasiire）で粉にする（Pauwels 
1955: 291, pl. 33, �g. 211, p. 213; Pauwels 1969: 86, �g. 9, p. 95, �g. 18）。

45 ［52］「icyibo籠」：葦とパピルス皮で作った円筒形の籠で、料理済みの食糧を入
れる（Coupez et al. 2005: 986）。粉は籠の中で練るだけで煮てないことに注意。

46 ［54］ 「尊敬すべき者たち」（Iinyubahiro）： Cyirima II Rujugiraが作ったと言われ
る。この牛軍および牛軍 Insanga（351行目）はHeekaリニジが管理し、この
牛軍で王権雄牛を育て、「即位」させた（Kagame 1961: 12–13, 41–42; Kagame 
1947: 369; Kagame 1963: 16–18）。

47 ［55］「エリスリナ（umuriinzi）」： umukoともいう。マメ科の Erythrina abyssi-
nicaで、高さ 2–10 m､ ルワンダのどこにでも見られ、垣根や木蔭用に植えら
れ､ 材木は軽く、多孔質で、容器（壺、皿、小箱）や太鼓に使われる（Troupin 
1983: 83–84）。枝にトゲがあり、花は赤い（Coupez et al. 2005: 1309）。Ryan-
gombeが水牛に突き殺されたとき、この木にしがみついたとされ、Ryangombe
祭祀で守護者の象徴として使われる。

48 ［55］「inkongooro壺」： -koongooro 9, 10.「少量のミルクを飲んだり、乳量が多
くない雌牛を搾乳するのに使う小型の木製壺」（Coupez et al. 2005: 1348）。
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王は見る（akarora）49、 

四回。 

［60］ そして彼の Egaクランの妻 50も、 

―彼女は月経中でない― 

四回見る（akaror）。 

上記（52–53）の小さな icyibo壺たちを igicuba壺 51に入れ、 

寝台の棚 52（musego）に置く、 

［65］王権金槌 Nyarushara53の後ろの。 

夜、王は行為をする。 

Iintarindwa軍 54（229）のフツが、 

王の起床の太鼓を待って、 

上記の igicuba壺（63）を空にし、 

［70］ ペーストを持って行って食べる。 

そのままでいる、 

月の終わりまで。

49 ［58, 62］「見る（akaror）」： 52行目で粉を練った二つの icyibo籠の中を見るの
だろうが、見るだけで、中の物を食べるとは言っていないことに注意。

50 ［60］「彼の Egaクランの妻」：上記の Bourgeoisの説明中の chef Rwigemeraの
母 Nyarikabugaに相当する。

51 ［63］「igicuba壺」：牛乳を貯蔵したり水を汲んだりするのに使う数リットル入
りの大きな木製の壺、あるいはそれより小さい牛乳入れの壺（Coupez et al. 
2005: 324–325）。

52 ［64］「寝台の棚（musego）」：（-sego 3, 4）寝台の上部が伸びて棚になっている
（Coupez et al. 2005: 2115。

53 ［65］「王権金槌 Nyarushara」： Nyarusharaは王権金鎚の筆頭で、毎夜、王はこ
れを枕の下に敷くか、寝台に隣接する棚に置いて寝た。そして毎朝、王の起床
の太鼓が鳴る時に、王は王権金槌に触れなければならなかった（Pagès 1933: 
494; Delmas 1950: 40; 宇野 2013: 94, note 21; 宇野 2014: 137, note 64）。

54 ［63］「Iintarindwa軍」：（-tarindwa 9,10）「近寄り難い者たち」の意。Cyirima II 
Rujugiraが作った軍で、北部や東部の辺境に駐屯したが、19世紀にツチ（戦
士）部門がなくなり、残ったフツ部門は宮廷の雑用をするようになったという
（Kagame 1963: 104–106; d’Hertefelt & Coupez 1964: 462）。宮廷で占いのための
動物を殺す仕事をした人（Coupez et al. 2005: 2456）。次の節で Bourgeoisは
「宮廷の屠殺人」と呼んでいる。
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Bourgeoisと「初穂の道」では、まず、umuroranoの儀礼の実施月が違う。

また、Bourgeoisは王たちが粥作りに参加し、粥を食べたとするが、「道」

では王たちは荷の到着時に umuroranoの入った inkangara籠に触るだけで

粥作りはしないし、湯で練った粉を「見る」だけで食べない。58、62行目

の動詞「見る」-ror-は、umuroranoの語幹をなす動詞（Bourgeoisの説明の

kurora「初めて見る、発見する」）で、より具体的には-reeb- 「目を凝らして

見る、観察する、調べる、確認する」の意味である（Coupez et al. 2005: 

1982, 1876）。Bourgeoisが umurorano儀礼をもっぱら豊穣の予祝として描

写しているのに対し、「道」には、予祝だけでなく、送られてきた作物の点

検の側面が強く出ている。これらの問題は後で詳しく扱うことにして、次に

進もう。

5-e．Igitenga籠の往来と初穂の搬送

Bourgeoisによれば、

umuroranoの儀式の後、収穫が行われる。ルワンダ王は Bumbogo

の使節団に、Cyirima祠で王権太鼓の近くに置かれていた高さ

1.6 m、幅 3 mの非常に大きな igitengaという名の籠を渡す。この

籠はハンモック（ingobyi）に載せて運び、道中で一泊しかできず、

Nyabarongo川は Gisiziでしか渡れない。Bumbogoに着くと、

igitenga籠は収穫したシコクビエとソルガムで満たされるが、あま

りにも重くて籠に入れたままでは運べないので、運びやすいように

小分けし、蜂蜜ビールの甕と共に都に運ばれる。ビールの甕の一つ

は Ruginaと呼ばれ、Ega-Swere王によって提供される。もう一つ

の Ruraraは彼の主人（Tsoobeの王）が提供し、さらに 200甕ほど

を区域内に住むフツたちが提供する（Bourgeois 1957: 426）。

都に出発する際、Huroの Jondi集落まで、Ega-Swere王の太鼓た

ちを鳴らして空の igitenga籠をエスコートする。帰路も籠は途中で

一泊しかせずに、都に常駐する Tsoobeの長の所に着かなければな
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らない（Bourgeois 1957: 426）。

その途上で、Kinyambi（Rukoma）にある Tsoobeの太鼓 Baruhi-

rubusaが連打で籠に挨拶する。翌日、都の Tsoobeの長の家に着く

と、籠はルワンダ王の通常の太鼓たちの連打によって祝われる。籠

を運んだ Bumbogoの儀礼家たちは食用の雄牛を一頭もらう。この

牛は畜群 Indwanyi（肉屋の）55から Nigyinyaクランの Abananaリ

ニジの長Nturo56が連れてくる。14時ごろ、王権太鼓 Kiragutse57の

ハンモックが運ばれて来ると、そこに igitenga籠を置き、その周り

に umwishywa58の花飾りを付けたのち、Bumbogoから来たソルガ

ムとシコクビエを詰める。ついで宮廷の屠殺人たち Intalindwaが

それを引き受ける。これ以後は専門家だけが儀礼に参加でき、外国

人、女性、犬などは籠に近づけない。籠は、王の普通の太鼓たちの

連打のなかで、正装した重臣たちに見守られて、荘重に王の屋敷ま

で運ばれる。Cyirimaの霊のために娶られた妃とハンモックに載せ

られた Karinga鼓とがそれを迎える（Bourgeois 1957: 427）。

Igitenga籠の搬入後、王と重臣たちの酒盛りが始まり、夜中続く。

翌朝、Bumbogoから来た人々のために、王の食肉用家畜群から

Nturoが選んだ二頭の不妊の雌牛と二頭の雄牛が殺される。屠殺は

初穂儀礼を行うのに吉と占われた場所で行われる（Bourgeois 1957: 

427）。

55 Indwanyiはルワンダ宮廷に食肉を供給する畜群の名前。「初穂の道」347の「戦
う者たち」を参照。

56 Delmasによると、Cyirima II Rujugiraの子孫に Bananaリニジがあり、1950
年頃の現役首長の親の世代に Paul Nturoという人がいた（Delmas 1950: 69）。
それがここの Nturoかどうかは不詳。Nyagaheneの Nyiginyaクランのリニ
ジ・リストには Abanamaはあるが、Anananaはない（Nyagahene 1997: 494）。

57 Kiragutseは、19世紀末～20世紀中頃にあった四つの王権太鼓のうちで最も若
い太鼓で、Kigeri IV Rwabugiriが作った（宇野 2011: 97）。

58 -iishywa 3, 4はウリ科のニガウリ（Momordica charantia et foetida.）で、花は緑
（charantia）ないしオレンジ色（foetida）（Troupin 1983: 462; Coupez et al. 2005: 

1083）。
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Cyirima祠で働く儀礼家が規則通りの手順で牛が殺されるよう監視

し、血を集めて Karinga鼓に塗る（Bourgeois 1957: 427–428）。

ルワンダ宮廷での行事が増えるにつれて、「初穂の道」は、Bourgeoisの説

明と大筋で補完し合いながら、詳しくなる：

［73–122: ルワンダ宮廷から igitenga籠を Bumbogoに送る］

日にちを計算する、 

gashyaantare月が現れる日 59に、 

［75］ igitenga籠を取りに行けるように。 

Musanaの子孫が［都に］到着し、 

Tsoobeに言う： 

「igitenga籠を取りに来ました。」 

答えて言う：「よろしい」 

［80］ Tsoobeは宮廷に知らせる。 

Egaの娘を捜す、 

Cyirima祠へ行かせる娘 60を。 

酸敗したバター 61を持ってくる。 

上記（81）の Egaの許嫁（umugeni）が 

［85］ 上記（83）のバターを取って、 

Igitenga籠の底に詰め、

フツに渡し、彼は

王のいる屋敷まで運ぶ。

王の父の所か、祖父の所か、

59 ［74］「gashyaantare月が現れる日」：西暦 2月～3月頃。月の初めに出発する。
60 ［82］「Cyirima祠へ行かせる娘」： 次からは「許嫁（umugeni）」と呼ばれる。

-geni 1,2は「その日に結婚する娘」（Coupez et al. 2005: 576）。上述の Bourgeois
の「Cyirima王の霊のために娶られた妃」に相当。316で王と儀礼的に性交す
る。

61 ［83］「酸敗したバター（amavuta y inturire）」：料理に使い、特にツチはこれを
好み、インゲンマメやグリンピースの味付けをしたりソースを作ったりする
（Coupez et al. 2005: 2648）。
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［90］ どちらがよいか占う必要はない。

王は家の真ん中に座る。

王座のストゥールに。

そこに羊の皮を結んである 62。

その羊は、王がまだツチであったとき 63、

［95］ そして彼が即位した時に吉とされた。

なぜなら即位したら

羊の皮は着ず 64、

牛の皮だけを着るから。

王の前に igitenga籠を置く。

［100］ 王が籠の縁を持つ、

Tsoobeと、

Musanaの子孫に助けられて。

Tsoobeがまず頭を突っ込む 65。

ついで彼は籠をMusanaの子孫に差し出し、

［105］ Musanaの子孫も頭を突っ込む。

間仕切りの上を通して、

彼らは籠をフツの誰かに渡す。

そしてフツがそれを運ぶ。

その時、歓声が響き渡る。

［110］ 侍女たちが付いて行く。

歓声だけで、太鼓はない。

62 ［93–98］「羊の皮、牛の皮」：即位式への暗示は 192–193にも出てくる。96の
「なぜなら」は 93に掛かるらしい。

63 ［94］「王がまだツチであったとき」：即位前を指す。即位するとツチ、フツと
いった差異を超越した存在になる。

64 ［97］「羊の皮は着ず」：しかし鍛冶儀礼をするときには着た：「太鼓に戦利品を
飾る道」128（宇野 2011: 108）、「即位の道」882（宇野 2013: 115）、「水飼いの
道」388（宇野 2014: 158）、「火の道」127（宇野 2015b: 86）。

65 ［103, 105］「頭を突っ込む」：籠の内側の状態を確認する儀礼的動作らしい。
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日を遅らせないで出発する、

Tsoobeの宿に泊まらずに。

すぐに出発する。

［115］ 泊まるところはどこでも、

通る丘はどこでも、

歓声が上がる。

川を渡る。

到着までに、

［120］ 計量籠をたくさん準備する。

太鼓と歓声が、

Bumbogoで igitenga籠を迎える。

［123–136: Bumbogoから初穂を都に運ぶ］

その日に計って igitenga籠を一杯にし、

中身を計量籠に移し替える。

［125］ その日のうちに引き返す。

道中ずっと歓声をあげながら、

Bumbogo人たちは盗んだり、

人々を殴ったりする。

泊まるのは良いクラン 66の家、

［130］ つまり Geseraクランか Zigaabaクランの家だ。

その宿は食料や贈り物を提供する。

もし提供しなければ、その屋敷を打ち壊す。

貢物に出くわしてさえ、

宮廷に送られる途中の、

［135］ あるいは首長に届ける物資でも、

66 ［129］「良いクラン」： umuse関係のクラン。「鍬の支給」の Bourgeoisの文と注
を参照。
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強奪しても文句は言われない。

［137–150: 都の Tsoobeの屋敷に初穂が到着］

Tsoobeの家で一泊する。

初穂の到着前に、儀礼への招待客（abakwe）選ばれる。

他所へ出かけたい人がいても、やめさせる。

［140］ 首長たちはみな牛乳を取りに行かせる。

宮廷の igicuba壺に牛乳を満たす。

籠が Tsoobeの家に到着するとき、

宿 67に置かれたこのクランの太鼓が迎える。

そこに泊まる。

［145］ 翌朝、Tsoobeが若い雄牛を連れてきて、

Bumbogoから来た人々に贈る。

宮廷の打奏用太鼓（ingoma z imivugo）が

宿に来る、

王を起こした後で。

［150］ 太鼓は到着すると、鳴らされる。

［151–159: 出発時のバターの準備］

真昼の太陽が輝き始めると、igitenga籠は出発する。

この時、酸敗したバター（83）を

Ikidakombwa壺 68に入れ、

バター攪拌器を吊るすネット 69にその壺を入れる、

67 ［143］「宿」： Tsoobeの屋敷を指す。
68 ［153］「ikidakombwa壺」：（-dakoombwa 7, 8）非常に広口の壺で、初穂祭用
だったらしい（Coupez et al. 2005: 376）。

69 ［154］「バター攪拌器を吊るすネット（njiishi y igisaabo）」：バター攪拌器（-saa-
bo 7, 8）は、牛乳を入れてチャーニングしてバターを作るための大型のヒョウ
タンないし土器（Coupez et al. 2005: 2047）。「初穂の道」の他に「即位の道」
860、945で喪明け儀礼と王国再生儀礼に使われる（宇野 2013: 113, 119）。jiishi 
9, 10は、バター攪拌器などを吊すのに使うネットで、漁網に似る。搾乳時に雌
牛の後肢を縛ったり王権太鼓を Cyirima祠の棚に固定したりする綱も jiishiで
ある（Coupez et al. 2005: 1152）。
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［155］ 手摘み 70の urukangaga草 71で編んだ台座の輪（urugata）とともに。

バターは ikidakombwa壺（153, 159, 292）に満たす。

バターは Cyirima祠に運ばれ、

そこで使われる。

ikidakombwa壺は igicuba壺のなかに入れておく。

［160–188: 王宮外苑への初穂の到着と出迎え］

［160］ 初穂は出発する。

少年たちは皮の服を着ている。

招待客たちは Tsoobeの家で igitenga籠を見る。

Egaの許嫁（84）と

Tsoobeの許嫁 72は

［165］ Cyirimaの所にいる。

太鼓たちを輿に乗せて運ぶ、

上席順に。

上記（163）の Egaの許嫁が、

輿に乗って後に続く。

［170］ Tsoobeの許嫁（164）がすぐ後に続く。

上記（159）の igicuba壺もすぐ後に続く。

すべてが王宮外苑に到着する。

Karinga鼓が初穂の行列と出会う。

Karinga鼓の把手を持ち、

［175］ 初穂の籠の把手も持ち、

70 ［226］「手で摘む（ubushikurano）」：草の儀礼的清浄性を確保するため、道具を
使わず手で摘んだ（d’Hertefelt & Coupez 1964: 311 #155）。

71 ［225］ urukangaga: カヤツリグサ属の Cyperus latifolius Poiret、多年生草本植
物、高さ 0.5–3 m、沼、湖岸、水に浸かった土地に生える（Troupin 1987: 
4469）。それで編んだ台座に壺を乗せて安定させる。

72 ［164］「Tsoobeの許嫁」： Egaの許嫁の補助的な存在として 170, 317, 329に登
場。
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二つを絡み合わせ、互いに触れさせる。

Karinga鼓が通り抜ける、

他の王権太鼓たちと一緒に。

太鼓たちは引き返し、

［180］ 王のいる屋敷に行く、

上記（168, 170）の許嫁たちの輿と共に。

上記（171）の igicuba壺は王宮外苑に残って、

臼たち（insyo）が輿の後に続く、

Tsoobeの所から持ってきた臼だ。

［185］ そして Buhangaの二つの intango壺 73が、

上記（182）の igicuba壺とスパチュラ（umwuko）の後に続く。

許嫁たちの輿は、

主殿の屋敷塀の翼（nkik ikambere）に置く。

王宮では王が威儀を正して初穂を迎える。即位式と重なる要素がここにも出

てくる。

［189–207: Myakaの子孫が王に初穂を献上］

王に王権金槌と発火錐 74を差し出す。

［190］ 彼は主殿の入口で、

王座のストゥールに座る。

彼は勝利のしるしの赤い首飾り（inganji）75をつけている。

73 ［185］「Buhangaの intango壺」： Buhangaはルワンダ北部の Ruhengeri地方の
平地で、Mukungwa川の西、Nyamuteraの北にある。ルワンダ王国の神話的始
祖の Gihanga王が住んでいたとされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 449）。
-tango 9, 10は非常に大きな土製の壺で、祭で大勢が飲むビールを作るのに使う
（Coupez et al. 2005: 2438）。「初穂の道」ではここにしか出てこず、使途は不明
だが、「水飼いの道」414では湯沸かし、「火の道」178–208では窯として使われ
ており（宇野 2014: 159; 宇野 2015b: 90–92）、231以下で湯を沸かす土鍋
（-kono）がこれかもしれない。

74 ［189］「王権金槌と発火錐」：王権の象徴で、王と共に移動する。
75 ［192, 193］「勝利のしるしの赤い首飾り（inganji）」「弓（umuheto）」：どちらも
即位式で新調され、王国と牛の再活性化儀礼で使われる（「即位の道」273, 
292、986, 987［宇野 2013: 103, 104, 114注，121］）。
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弓が前に出て、

王に挨拶し、igikondo輪 76を彼にはめる。

［195］ 王権太鼓たちが入場する。

王が ibihubiのリズムで打った後、太鼓たちは王に差し出され、

棚に行く。

初穂の列が入場する。

王は腰に初穂の腰蓑 77をつける。

［200］ Igikondo輪（194）とウサギの尻尾 78も。

初穂の行列が入口の庇の支柱 79に

到着しかかると、

Myakaの子孫を連れに行く。

彼はバター攪拌器用のネット（154, 293）を頭に乗せ、

［205］ igitenga籠を頭に乗せる。

彼は水辺で滑降し、戻ってくる 80。

次いで王の前に igitenga籠を置く。

5-f．Umuganura（初穂祭）

ルワンダ王宮での儀礼についての Bourgeoisの記述は短く、Bumbogoの下

76 ［194］「Igikondo輪」：（-kondo 7, 8） マメ科の草 umuharakuukuの繊維で編んだ
小さな輪で、回りを葦の皮で巻いてある。有害な霊を祓ったり種子の豊穣を確
保したりする呪符として使われた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 312）。

77 ［199］「初穂の腰蓑（inyonga z umuganura）」：「即位の道」868（宇野 2013: 114）
で王国を甦らせる儀礼において、また「水飼いの道」916（宇野 2015a: 129）
では水飼い儀礼における王の正装の一部をなした。

78 ［200］「ウサギの尻尾（iishyira）」：ウサギは機知に富み、王の軍事的機能の象
徴とされる。「水飼いの道」1009（宇野 2015a: 136）、「不敬の道」64、202（宇
野 2012: 69, 82注 116）、「即位の道」865（宇野 2013:114）参照。また、「戦争の
道」73では、王が自分の代りに戦争に行く遠征将軍に、勝利の赤い首飾りとウ
サギの尻尾を持たせる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 160–161）

79 ［201］「入口の庇の支柱（kaanangazi）」：（-aanangazi 9/12）家の入口の敷居
（-tabo 7, 8）の上にかかる庇（-hamo 11）を支えるために敷居の中央に立てる
柱（Coupez et al. 2005: 48, 737, 2395）。

80 ［206］「彼は水辺で滑降し（agatirimuka kuu nkomb）、戻ってくる」：意味不明。
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級儀礼家が関与する部分に限定される：

Igitenga籠から取ったソルガムとシコクビエを使って王の侍女が

umuroranoの時と同じ儀礼に従って粥を作る。ルワンダ王がそれ

を少し食べる。「王が初穂を食べた（Umwami yaganuye）」。翌日、

ルワンダ王は Bumbogoからの貢物（蜂蜜、バナナ酒、たきぎ、小

屋の壁を覆う細草 ishinge）を受取る。これらの貢物や igitenga籠

に残ったソルガムとシコクビエは大首長たち、重臣たち、宮廷の使

用人たちに分配される。同じ日のうちに、王の命令により、普段は

バナナ酒を混ぜるのに使う桶に牛乳を満たし、Bumbogoから来た

人々がストローで飲む。彼らのために別の桶にバターも用意され、

彼らはそれを体と樹皮布の服に塗りつける。なお、彼らは自分たち

の食糧（植物性）を持ってきており、彼らのためにインゲンマメを

用意するとしばしば書かれる 81のは正確ではないようだ。初穂の儀

礼用の牛乳を提供するために、intulireと呼ばれる Nyaruguru省の

雌牛たちが連れて来られる（Bourgeois 1957: 428）。

「初穂の道」でも今回はポレンタを作って食べる：

［208–228: ビールの消費とソルガムの粉挽き］

Rugina82と

Myakaの所の蜂蜜ビールを持ってくる。

81 たとえば Pagèsは次のように書いている：「運搬者一行にはお返しが与えられ
る。牛乳を桶（umuvule）に満たし、別の桶に半煮えのインゲンマメを入れた。
その上に酸敗したバターをかけると、ごちそうである。彼等の腹を膨らませる
のが目的である。よく煮てない食料は消化が遅く、その間彼等の膨れたお腹は
彼等が豪華にもてなされている（ngo n’ishimo）という印象を見る人に与える。
会食者は牛飲馬食しないと帰らせてもらえなかったという。彼等は熱狂した群
衆に見られて野次を浴びながら食べた。彼等は生理的欲求を満たしに行くこと
を許されなかったので、宮廷は動物の敷き藁のようになった。この騒ぎには宮
廷の常連や近所の住人だけでなく大首長たちや彼等の家来も参加した。そこで
はまた聖牛（inyambo）の陳列も行われた。これは多くの人にとって祝祭の重
要な部分だった」（Pagès 1933: 502–503）。

82 ［208］「Rugina（-gina 9/11）」： Bumbogoの Egaクラン Swereリニジのフツ王
が初穂と一緒に宮廷に送った蜂蜜ビール（Bourgeois 1957: 426, cf. Coupez et al. 
2005: 605, d’Hertefelt & Coupez 1964: 488）。
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［210］ 大ヒョウタン（235）に注ぐ、

小さな甕に注ぎなおすために。

Tsoobeが igitenga籠の後ろに跪く。

王は籠の前に堂々と座る。

二人とも籠の蓋にソルガムの穂を四本置く 83。

［215］ パピルス製の icyibo籠（52, 63, 259）を四個持ってくる。

王はそこに両手で入れる、

igitenga籠から掬い取ったものを、

Tsoobeに助けられて。

彼らは四つともいっぱいにする。

［220］ igitenga籠は家の奥に行く、

王権太鼓たちの前の棚の上に。

二つのすり臼を棚の前に置く。

棚に向き合って［四籠の新穀の］粉を挽く。

Rugina（208）を運んでくる。

［225］ 王と Tsoobeはそのビールを味わう儀礼的動作をする。

四回。

王はそれを味わう。

寝台の棚（64）にそれを置く。

［229–258: 土鍋で湯を沸かす］

Iintarindwa軍（67）の者が外に行って、

［230］ 炉の支脚（amashyiga）84を取ってきて、

土鍋（iinkono）の大きさに合わせて並べる。

83 ［214］「籠の蓋にソルガムの穂を四本置く（sokoz）」：動詞-sokoz-は「櫛でとか
す」だが、ここでは意味をなさない。d’Hertefelt & Coupez 1964: 312によると、
儀礼に複数回参加したことのある彼らのインフォーマントは、羽毛を置くよう
に穂を置いたと説明したという。

84 ［230］「炉の支脚（amashyiga）」：（-shyiga 5, 6）炉の中に正三角形に置いて鍋を
支える三個の円錐状の物体（Coupez et al. 2005: 2265）
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きちんと設置したら、王が来る。

umurembe85と ishyoza86を持ってくる。

そしてそれらを上記（210）のヒョウタンの端に固定し、

［235］ 水をそのヒョウタンに注ぐ。

王は跪く、

上記（231）の土鍋の前に。

彼は鍋に水を注ぐ、

一回、二回、三回、四回、五回、

［240］ 六回、七回、

八回、九回。

それで終わる。

次に王の母が来て、

同じことをする。

［245］ そしてまた王妃（60）、Tsoobe、

Musanaの子孫も。

85 ［233］ umurembe （rembe 3, 4）：この植物名は Troupinによると、（1）イイギリ
科（ないしアカリア科）の Dasylepis racemosa （Troupin 1983: 430）、（2）シナ
ノキ科グレウィア属の Grewia mildbraedii （Troupin 1983: 370）、（3）ガガイモ
科（Asclepiadaceae）のオオカモメヅル属（Tylophora）の Tylophora sylvatica 
DECNE（Troupin 1985: 118）を指す。Coupez et al.は「トゲなしに異常に生長
するトゲ植物」という語義を掲げ、Troupinの（2）（3）を挙げている（2005: 
1892）。d’Hertefelt & Coupezは-tobotoboの変種とする（1964: 306, 426）。tobo-
toboはナス科ナス属の灌木 Solanum aculeastrumで（Troupin 1985: 376; 
Coupez et al. 2005: 2559）、秘典では「即位の道」21、58（宇野 2012: 58–59, 
64）にのみ出てくる。秘典での-rembeの用例を見ると、「Gicuraasi月の道」58
（「ニガウリと umurembeを王権太鼓の上に置く」）では喪明けの象徴（宇野

2016: 225）、「X. 戦争の道」24（ニガウリなど多くの植物と）および 141–144
（「ニガウリと umurembeを Karinga鼓や他の王権太鼓たちの上に置く」）では
戦勝の象徴である（d’Hertefelt & Coupez 1964: 158–159）。

86 ［233］ ishyoza: 不詳の植物（-shyoza 5, 6）。秘典では「初穂の道」のここと、「火
の道」110に名前があるが、用法は書いてない。民間医療では、ishyozaは鎮静
剤・鎮痛剤として（Lestrade 1955: 23, 79, 114; Bourgeois 1956: 41, 235）、また
落雷で人が死んだ場所を浄めるためににエリスリナ、ishyoza、umurembe、
ivubgweの枝を地面に打ち込む（Bourgeois 1956: 33）
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umuramaの薪 87を持ってくる。

誰かが火をつける、

この土鍋の右側から。

［250］ 粉を入れる熱湯を沸かすために。

王が土鍋の前まで来て、

跪いて手を叩き、敬意を表す。

終わると立ち上がり、

彼の母が同じことをする。

［255］ そしてまた王妃、

Tsoobe、

Mumbogoの子孫も。

これで土鍋は吉になる。

［259–278: ポレンタ作り］

上記（215）の籠たちを持ってくる、

［260］ 四つとも粉でいっぱいの。

侍女が土鍋から湯を少し汲む。

王は妻と Tsoobeに助けられて

彼らは粉を熱湯に入れる、四回。

妻が残りの粉を入れる。

［265］ 彼らはまた助け合って、

スパチュラ（186）を突っ込む。

終わると彼らは立ち上がり、

侍女に場所を譲ってポレンタを掻き回させる。

侍女が料理を終えたら、

［270］ 王の妻が起ち上って、鍋からポレンタを取り、

87 ［247］「umuramaの薪」： -rama 3, 4はイチジクの一種。あるいはシクンシ科ヨ
ツバネカズラ属の Combretum molle R. Br. ex G. Don （Troupin 1983: 532）。動詞
-rama-（「長生きする」）と掛ける（Lestrade 1955: 219）。
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先ず王の icyibo籠（259）に入れる。

次に（誰かが）ポレンタをすくってその籠を満たし、

その籠を脇にやって、

またポレンタをすくって他の籠に入れる。

［275］ だいたい終わったら、

上記（270）の妻が戻り、

上記（269）の侍女が彼女を助ける。

スパチュラにポレンタの大きな塊が残っている。

ポレンタ作りと並行して王は屋外に出て土を耕す一種の豊穣儀礼を行う：

［279–286: 炊事と農耕儀礼］

王は粉を湯に入れたら（263）、すぐ家の外に

［280］ 鍬で耕しに行く

招待客と Bumbogoから来た人々と共に。

始めるのは王と Tsoobe。

そしてMumbogoの子孫が耕す。

他の人たちは耕すのを見ている。

［285］ ポレンタを練るのが終わったら（275）、

耕作は終わる。

［287–314: 王たちがポレンタを食べる］

すぐに牛軍「尊敬すべき者たち」（54）から牛乳を持ってくる

エリスリナ製の二つの inkongooro壺（55）に入れて。

王は igikondo輪（194）を身に着ける。

［290］ 初穂の腰蓑（199）も。

彼は王座のストゥールに座る。

ikidakombwa壺（156）を運んでくる、

バター攪拌器用のネット（204）に入れて。

Tsoobeがスパチュラ（266）を持ってくる、

［295］ 上記（278）のポレンタが付いている。
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彼は王の前に跪き、

王はポレンタを取る。

「尊敬すべき者たち」の牛乳（287）を、

二回飲んだ後に。

［300］ 彼はポレンタを ikidakombwa壺（292）に触れさせる 88、

四回。そして立ち上がる。

また牛乳を飲む。

次に王母が来る。

彼女の icyibo壺が運ばれる。

［305］ 彼女はポレンタを ikidakombwa壺に触れさせる。

四回。

王の妻が来る。

王の icyibo壺からポレンタを取る。

そして同じことをする。

［310］ Tsoobeが彼自身の icyibo壺を取る。

四回。

Mumbogoの子孫が

彼自身の icyibo壺を取る。

次いですべてが運ばれる。

前回 umurorano儀礼で王は王妃と儀礼的性交をしたが、今回は Cyirimaの

許嫁と性交し、王と Cyirimaが一体化している：

［315–319: 王＝Cyirima霊による豊穣儀礼］

［315］ 王は寝台に行き、

上記（168）の Egaの娘と行為をする。

上記（170）の Tsoobeの許嫁は、

寝室の入口に立ち、

88 ［300］「ikidakombwa壺に触れさせる」：壺の中のバターをつける。
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歓声を上げる。

［320–333: Cyirima祠に帰る］

［320］ Tsoobeは王宮（rugo）で夜を過ごしてはならない。

小さな子供でさえも。

全員が退出する。

太鼓たちはそこで夜を過ごし、

早朝、Cyirimaの所へ行く。

［325］ igitenga籠（220）を空にし、

ikidakombwa壺（305）と一緒に Cyirimaの所へ運ぶ。

バターは indeembere89製の槽（akavure）90に入れる。

上記（316）の Egaの許嫁と

Tsoobeの許嫁（317）は、

［330］ Cyirimaの所へ行って、そこに住み着く（bakiicara）91。

Bumbogoの貢物は脇を通って 92、

裏庭の Cyirimaの所へ行く。

首長たち（140）の牛乳の貢物も脇を通っていく。

［334–349: Bumbogoから来た人々へのもてなし］

二つの igicuba壺を持ってくる、

［335］ Rwimaana93の。

酸敗したバターを持ってきて、

89 ［327］ indeembere（-reembere）：秘典ではここにしか出て来ない植物で、Sola-
num aculeastrum（Coupez et al. 2005: 1893）。

90 ［327］「槽（-vure）」：木をくりぬいた舟状の槽で、数人用の皿、バナナ酒用の
ジュースを絞る容器、あるいは子牛の飼葉槽などとして用いる（Coupez et al. 
2005: 2765; 図 Pauwels 1969: 86, �g. 15, 10）。

91 ［330］「そこに住み着く（bakiicara）」：（-iicar-）Cyirima祠の世話をするため。
92 ［331, 333］「脇を通る、迂回する（rigahita）」：貢物を Cyirima祠に運ぶ特定の
経路を表す動詞だろうが、文脈からは具体的な動きは分からない。Yuhi V 
Musinga王の王宮では、Cyirima祠は王宮外苑（karubanda）の外周上にあっ
たので（Lugan 1997: 200）、王宮内を通らず王宮の囲いの外側を迂回して行く
こともできた。そのことかもしれない。

93 ［335］ Rwimaana: 不詳の人名。
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先ず、最初の igicuba壺に入れ、

別の壺のバターもそこに入れて満たし、

もう一つ［の igicuba壺］に牛乳を入れる、

［340］ あるだけ全部を。

Bumbogoから来た人々に振舞う。

樹皮布を着た人々は、

上記（336）のバターを体に塗り始める。

次いで上記（339）の牛乳を飲むべき人々は、

［345］ がぶがぶと飲みつづける。

雄牛を一頭殺す、

牛群「戦う者たち」94の。

ビールと牛乳の係りは［テキストに脱落がある］

宮廷の役人に属す。

［350–356: 祭の終り］

［350］ 長い角の牛たちが入場する、

牛軍 Insanga95の牛たちや毛色が多様な牛たちと共に。

祭は昼も、

夜も続く。

終りの合図があるのは、太鼓に

［355］「戦う者たち」（347）の雄牛の血が塗られた時である。

初穂の大祭はこうして終る。

94 ［347］「戦う者たち（Indwanyi）」：宮廷で食用にする肉と王権太鼓に塗る血を取
るために各牛軍が提供した牛の群の名前（Kagame 1952: 48; Kagame 1961: 9; d’
Hertefelt & Coupez 1964: 447）。

95 ［351］「牛軍 Insanga」：王朝創始者 Gihangaが所有した牛の直接の子孫とされ
る牛軍で、宮廷儀礼家の序列で第三位を占める ZigaabaクランHeekaリニジが
管理した（Kagame 1947: 369; Kagame 1961: 12–13; Kagame 1963: 15–18）。
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［357–385: 牛王が実施するときの変更点］

牛王たち 96の治世では、

igitenga籠が Tsoobeの所で夜を過ごすとき（142）、

普通の太鼓と小型リズム鼓が出迎える 97。

［360］ 翌朝（145）、

王権太鼓たちと二人の許嫁たちが、

Tsoobeの宿に来る 98。

Karinga鼓と他の王権太鼓たちが、

先頭を進み、

［365］ その後に許嫁たち、

最後に、ikidakombwa壺が続く（153）。

その到着前に、雄牛を一頭解体する（-baag）（145）、

牛群「戦う者たち」（347）から連れて来た雄牛を。

太鼓たちと許嫁たちは家に入る。

［370］ 太鼓たちは棚に、娘たちは家の中心の部屋に行く。

Tsoobeがビールと牛乳を持ってきて、

太鼓たちの前に置き、

それを味わい、Nyabirunguの子孫 99に渡す。

Nyabirunguの子孫は、

［375］ 牛乳も肉も全て持って、

儀礼家たち 100に供する。

96 ［357］「牛王たち」：四世代に一回ずつ出現する Cyirima王とMutara王のこと。
詳しくは宇野 2014参照。

97 ［359］ 143では Tsoobeクランの太鼓が迎える。
98 ［362］ 163–181では王権太鼓と許嫁は王宮外苑で初穂を迎えるだけ。
99 ［373］「Nyabirunguの子孫」：宮廷儀礼家の序列で第二位の Tegeの儀礼王。ル
ワンダの王や儀礼王の即位、王権太鼓・起臥太鼓の制作・管理を司った
（Kagame 1947: 368–369; 宇野 2013; 宇野 2014）。355では Tegeが立ち会わな
かったのか。

100 ［376］「儀礼家たち（abiiru）」：ここでは Bumbogoの下級儀礼家たちを指す。
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王権太鼓たちは出て行き、

入口の敷居近くに戦闘隊形で並ぶ。

Nyabirunguの子孫が塗る、

［380］ 上記（367）の雄牛の血を太鼓たちの頭部に。

塗り終わったら、

太鼓たちを輿に乗せる。

igitenga籠（358）も出て行き、

輿に乗せて、

［385］ 主殿の王の所に行く。（終）

以上の「初穂の道」と Bourgeoisの記述は補完しあうだけでなく矛盾する

ところもあるが、紙数の関係もあり、既に指摘した日程のずれの問題に限っ

て次に整理してみたい。

6．初穂祭の日程のずれの背景

「初穂の道」の諸行事の日程は、前節で見た Bourgeoisの記述ばかりでな

く、Pagèsや Kagame、Bourgeoisの日程ともずれている。また「gicuraasi

の道」（宇野 2016）に規定された gicuraasi儀礼の服喪と喪明けの祝祭の日

程やそれについての Pagès、Kagame、あるいは Luc de Heuschの所論とも

食い違っている。しかし、これを不審に思った研究者はいなかったようであ

る。わずかに、「初穂の道」の構造分析もどきを試みたアメリカの歴史家

David Newburyが「初穂の道」と Kagame、Bourgeoisの初穂祭の月のずれ

を注で指摘しただけである（Newbury 1981: 100, note 5）。d’Hertefelt & 

Coupez（1964）に至っては、「初穂の道」の解説で、日程のずれに触れない

ばかりか、初穂儀礼は「kamena月に完了した」と、「道」本文とは異なる

日程（Pagès /Kagame説）を述べているほどである（d’Hertefelt & Coupez 

1964: 50）。

しかし、私は日程のずれは案外重要な問題を含んでいるのではないかと思

う。まず、諸家の主張をまとめてみる。
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（1）Pagèsによれば、Bumbogoからの主要作物の導入を記念して都で毎

年収穫祭を祝うようになった。「当初」、シコクビエの初穂祭は 2月か 3月

に、ソルガムのそれは 5月に行われ、どちらにも isogiが添えられたが、「近

年」は、シコクビエ、ソルガム、isogiはまとめて一度に都に運ばれて、一

回の祭で祝うようになったという（Pagès 1933: 500; Gorju 1938: 42; Pauwels 

1969: 77）。Pagès（1883–1951）はルワンダで 42年間布教し、うち 26年間

は王都に近い Nyundoで過ごした人である（Heremans, Bart & Bart 1982: 

18）から、シコクビエとソルガムの収穫を別々に祝った頃のことを知ってい

たかどうかはともかく、両者の収穫をまとめて 5月に祝う「近年」の状況は

彼自身が目撃していたと考えられる。

（2）Kagameは、Pagèsの「近年」の日程と同じく、初穂祭が kamena月

（6月初）に祝われたとする。二人はソルガムの播種の時期には触れていな

いが、いわゆる amaaka作のソルガムであることは収穫期から明らかであ

る。しかし Kagameによると、初穂祭の準備をする別の儀礼が werurwe月

（3月）に行われた。どういう準備なのか彼は書いていないが、この儀礼は

文化史的にも重要で、ルワンダにソルガムが導入される以前の古い儀礼の名

残で、その最初の段階では王はカボチャの種、ikinyobwaというインゲンマ

メ、そしてシコクビエのペーストを食べたという（Kagame 1959: 63–64）。

彼は 1959年の本にはこの儀礼の名前を書いていないが、1975年の本には

「umuroranoという一般には余り知られていない儀式」と呼んでいる

（Kagame 1975: 17）。Kagameのいう weerurwe月の umurorano祭は Pagès

の 2月ないし 3月のシコクビエの初穂祭に相当するものと考えられるが、

Pagèsがシコクビエの収穫祭はソルガムのそれに吸収されたと言うのに対

し、Kagameはヒョウタン・シコクビエなどの古い収穫祭が umurorano祭

という「初穂祭の準備的儀礼」に変化して存続したとするのである。

（3）先に見たように、Bourgeoisによれば、nzeri月（9–10月）にソルガ

ムとシコクビエを同時に播き、weerurwe（3–4月）に umurorano（シコクビ

エとソルガムの未熟な穂）を都に運んでその粥をルワンダ王が食べた後、初
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穂祭プロパーのための収穫を行った（Bourgeois 1957: 418–428, 607）。

（4）「初穂の道」では nzeri月（9～10月）にソルガムとシコクビエを播種

し、mutarama月（1～2月）の後半に umuroranoを都に運び、籠の中の粉

に熱湯をかけて練った物を王が目視し、gashyaantare月（2・3月）に初穂

祭プロパーを行う（34－39、73–75行）。

これらを前稿（宇野 2016）で見た季節、月、農業暦、gicuraasiの服喪と

喪明け祭と組み合わせて一覧表にしたのが次ページの表 1である。これを

見れば明らかなように、「初穂の道」や Bourgeoisのソルガムとシコクビエ

の播種と収穫は農業暦のシコクビエおよび amahore作のソルガムの播種と

収穫に対応している。また Pagèsの「当初」のシコクビエの初穂祭と

Kagameの umuroranoもこのサイクルに属している。他方、Pagèsや

Kagameのソルガムの収穫祭はソルガムの amaaka作に従っている。日程の

ずれは、「シコクビエとソルガムが相次いで成熟する二つの季節」（Gorju 

1938: 42）のずれなのである。

このことは、ブルンジの研究者Mworohaも指摘していて、ルワンダの

「初穂の道」について、「［ルワンダでは］ソルガムの通常の播種は 12・1月

に行われたから、［「初穂の道」で］ソルガムを 9月に植えるのは純粋に儀礼

的であった」とか、「この儀礼的なソルガムは、農民たちのソルガムのよう

に 12月ではなく、シコクビエにあわせて 9月に播種された」（Mworoha 

1977: 261）とコメントしている。

しかしまだ問題は残っている。宮廷に主たる情報源をもっていた Kagame

が「初穂の道」とは別の栽培周期の日程を書き、Bumbogoに情報源のあっ

た Bourgeoisの方が「初穂の道」に近い日程を示しているのは奇妙である。

特に Pagèsは初穂祭が 5月に祝われるのを実際に見たと思われるので、祭の

台本となったはずの「初穂の道」が別の日程に従っているのは理解しにく

い。第 2節で 1925年の Gashamuraの逮捕が宮廷儀礼家集団内の儀礼情報

の共有や伝承にも多かれ少なかれ支障を来したのではないかと書いたのは、

このあたりのことも指している。
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7．Umurorano儀礼と閏月

最後に、「初穂の道」、Kagame、Bourgeoisが各様の説明をしている umu-

rorano儀礼について考えておきたい。

umurorano儀礼は、Kagameにとっては初穂祭の「準備的な儀礼」であ

表 1

季節 陰暦月 西暦月 農業暦 Pagès Kagame Bourgeois 「初穂の道」

小
雨
期

nzeri 9–10 シコクビエ・ 
ソルガム 
（amahore） 
播種

（シコクビエ
播種）

（シコクビエ
播種）

ソルガム・
シコクビエ
播種

ソルガム・
シコクビエ
播種

ukwakira 10–11

ugushingo 11–12

ukuboza 12–1 ソルガム 
（amaaka） 
播種

（ソルガム播
種）

（ソルガム播
種）

小
乾
期

mutarama 1–2 同上 umurorano
（粥を目視）

gashantare 2–3 シコクビエ
の初穂祭

ソルガム・
シコクビエ
の初穂祭

大
雨
期

werurwe 3–4 シコクビエと

amahore作 
ソルガムの 
収穫

umurorano
儀礼 
（シコクビエ
などの古い
収穫儀礼）

umurorano
儀礼 
ソルガム・
シコクビエ
の初穂祭？

mata 閏月

gicuraasi 4–5 （gicuraasi月の服喪）

kamena 5–6 amaaka作 
ソルガムの 
収穫

（喪明け祭） 
ソルガム・
シコクビエ
初穂祭

（喪明け祭） 
ソルガム初
穂祭

（喪明け祭） 
ソルガム・
シコクビエ
の初穂祭？

（喪明け祭）

大
乾
期

nyakanga 6–7 同上

Tuumba- 
nyakime

7–8 初耕作、 
鍬の支給

Tuumba- 
kaanama

8–9 鍬の支給
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り、またソルガム導入以前の初穂祭の名残でもあった（Kagame 1959: 63–64; 

Kagame 1975: 17）。Bourgeoisの場合、この語は動詞 kurora「初めて見る」

「発見する」から派生した名詞で、具体的にはWeerurwe月（4月）に Bum-

bogoから都に運ぶソルガム・シコクビエの未熟の穂 20 kgほどを指していた

（Bourgeois 1957: 423–424）。d’Hertefelt & Coupezは「初穂の道」32の umu-

roranoを「見本（echantillon）？」と疑問符をつけて訳し、注では-roranoの

語根-ror-が「見る」を意味すること、および 58、62行で王たちがポレンタ

を四回（つまり吉数回）見る儀礼的動作をすることから、umuroranoは「新

しい収穫の一種の見本」だったと推測し、解説では「収穫の最終的な成功を

確保するために、王は新しいソルガムの見本に対して豊穣儀礼（儀礼的性

交）を行った」と述べている（d’Hertefelt & Coupez 1964: 50, 79, 308）。

恐らく、作物が順調に生育している場合は Bourgeoisや d’Hertefelt & 

Coupezの解釈でいいのだろう。しかし問題は、umuroranoを見て、作物は

全くの凶作ではないが 101収穫・初穂祭の予定月（「初穂の道」と Bourgeois

では gashyantare月～werurwe月、Pagèsと Kagameでは kamena月）には

間に合わないと判断したときはどうしたのかということである。

その時は、短期的判断としては本番の初穂祭を遅らせる必要があり、中長期

的には閏月（mata）を入れて季節と暦のずれを調整したのではないかと思う。

陰暦のひと月は 29.5日で、12を掛けると 354日になり、太陽暦の 365日よ

り 11日短く、これが三回繰り返すと約 1ヶ月ずれる。陰暦月に従って農作業

を予定していると、雨が降ってから行うべき作業を雨が降る前にするような事

態が生じうる。現に、閏月は大雨期と大乾期の変わり目付近に設定された。

Bourgeoisによれば、「mataは 4月（werurwe）と 5月（gicurasi）にまたがり、

それらの月の間に雨期の終りの雨が洪水のように降り、それらの雨が農業と牧

畜の豊穣の決定的要因になる」（Bourgeois 1957: 609）。つまり、雨期の最後の

雨を受けて作物が育った後に収穫月が来るように調整したのである。

101 ここでは全くの凶作の場合は考えない。
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ソルガムの amaaka作（12・1月播種～6・7月収穫のサイクル）で考え

ていた Kagameによれば、閏月は必ず大雨期の weerurke月（3・4月）と

gicuraasi月（4・5月）の間に挿入されたが、閏年の間隔（三年に一度とか）

は決まっておらず、「6月（kamena月）のソルガムの初穂祭との関連で、雨

期とソルガムの収穫のずれが目立つと宮廷儀礼家たちが実証的に判断したら

すぐに入れた」という（Kagame 1959: 63, note 1）。

この「実証的な判断」の根拠が、全国で最も自然環境に恵まれた Bumbo-

goの多くの丘を含む特別栽培区から送られた umuroranoだったのではない

か。宮廷儀礼家たちは、日頃から雨の降り方を研究し、作物の育ち具合も見

ていただろうから、暦月が早く進みすぎているという判断は既に形成されて

いただろうが、小乾期から大乾期への変わり目にあたる weerurke月（3・4

月）頃に王に標本を儀礼的に目視させて最終的な判断をし、必要ならば閏月

を入れたのではなかろうか。小雨期の最初の陰暦一月 nzeri月（9・10月）

を雨の戻りと一致させるよう調整した方が簡単なようにも思われるが、恐ら

く雨の戻りだけを暦の調整の基準とするにはブレがありすぎたのだろう 102。

それでは、ソルガムの amahore作やシコクビエの栽培周期に従う「初穂

の道」や Bourgeoisの日程ではどうであろうか。閏月は必ず weerurwe月と

gicuraasi月の間に挿入しなければならないとすれば、Bourgeoisの日程では

weerurwe月に umurorano儀礼、weerurwe月～gicuraasi月に初穂祭がある

102 毎年の全国的農業祭を機会に季節と暦のずれを調整するという方法は、ブルン
ジにもあった可能性があるらしい。ブルンジにはルワンダの gicuraasi月と同じ
6月頃の雨期と乾期の境目に rwirabura「まっ黒」という月があり、gicuraasi月
に似た謹慎期間（結婚、家の新築、歓楽の禁止、など）だったことが知られて
いる（Bourgeois 1957: 609–610）。フランスの歴史家 J.-P. Chrétienは、この
rwirabura月が閏月だった可能性があるという。複数のインフォーマントが
rwirabura月には「年を食べる」つまり umuganuro祭を祝うことは出来ず、祭
は前の月か後の月に回さなければならなかったと言ったのを、Chrétienは、前
の月に穀物がまだ青くて収穫するには早すぎるときは、祭をひと月延期したが、
それは十三番目の rwirabura月を入れて暦と農業暦を一致させたと解釈した
（Chrétien 1982: 155; cf. Chrétien 1979）。これは単に rwirabura月が悪い月だか
ら umuganuro（播種祭）を祝うのを避けただけかもしれないが、ブルンジの類
似例はルワンダの gicuraasi月の儀礼と初穂祭を Ruganzu II Ndori王という英
雄に結びつける一国史的な枠組より広い文脈で考える必要性を示唆している。
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から、weerurwe月の後に閏月を入れて初穂祭の開催を延ばすことも不可能で

はないとしても、「初穂の道」ではmutarama月（1・2月）に umurorano儀

礼、gashantare（2・3月）に初穂祭があるから、仮に閏年を入れる判断をし

ても、その年の amahore作の収穫・初穂祭には間に合わない。当年の季節と

収穫祭のずれを調整するために閏月を使うためには、閏月を weerurwe月より

前に入れる必要があるが、そういう事例への言及は文献には見られない。

これと関連して、amahore作から amaaka作への初穂祭の乗り替えの可能

性も排除できない。つまり、nzeri月に播種した「儀礼的なソルガム」が

umurorano儀礼の段階で不作で収穫の見込みがないと判断され、三ヶ月遅

れで育ちつつある「農民のソルガム」に期待できそうな場合、後者を使って

初穂祭を祝うということもあったかもしれない。そう考えると、二種類の日

程は必ずしも相互排除的ではなかったかもしれない。その場合は表 1の

Bourgeoisの列で収穫祭が gicuraasi月を避けて kamena月にずれ込んだ時の

日程に近いだろう。

8．おわりに

しかし、「初穂の道」の日程が、「道」を宮廷儀礼家から採集した本人である

Kagameや初穗祭廃止以前の状況を体験した Pagèsの日程と噛み合わず、「初

穂の道」の日程だけが早いという事実は依然として残る。王朝秘典の儀礼仕様

は当代の王にあわせて常に更新されていたから、「初穂の道」が Kagameのい

うソルガム導入以前のシコクビエの収穫祭の仕様の名残である可能性はまずな

いが、Pagèsのいう 2・3月のシコクビエの収穫祭と 5月のソルガムの収穫祭

の仕様が初穗祭廃止後の 20年間に混線して伝承されていたのを Kagameが採

集したということもあり得たかもしれない。いずれにせよ、ベルギー支配の初

期まで年中儀礼として行われていた宮廷儀礼を単純に「植民地以前の」王権儀

礼と見る 103ことには多かれ少なかれ危うさが伴うのであろう。

103 Newbury 1981はそのような観点から「初穂の道」を分析している。
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